
【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

堺市 

取 組 市 町 村 名 

取組団体・企業名 

資源循環推進課 

取 組 の 名 称 令和６年度「食品ロスダイアリーキャンペーン」 

実 施 時 期 令和６年９月３日（火）～令和７年１月２０日（月） 

取組内容に該当する 

食育ピクトグラム 

      

    

取 組 内 容 （目的） 

食品ロスの削減に向け、各家庭で発生した廃棄食品の種類や量等を一定期

間毎日記録することでロスにつながりやすい行動の自覚を促し、ごみ減量

の工夫や削減につなげることを目的とし、「食品ロスダイアリーキャンペ

ーン」を実施した。 

（対象） 

堺市内在住者（１世帯につき１人のみの申込みに限る） 

（実施内容・特徴） 

家庭内で、食べ残したもの、未使用のまま捨てたものを指定のダイアリー

に４週間記録する。ダイアリーには日付、捨てたもの、捨てたものの量、

捨てたものの種類、捨てた理由、実施者が考える捨てずに済む方法等を記

録する。実施者がどんな食品をどんな理由で捨ててしまったかを振り返

り、自分のライフスタイルに合わせて、何ができるか考えるよう促した。

また、ダイアリー実施２か月後に定着アンケートを実施し、現在のダイア

リーの使用状況について確認した。定着アンケートに回答した方の中から

抽選で２０人にプレゼントを送付した。 

（市ホームページ） 

【募集終了】令和 6年度食品ロスダイアリーキャンペーン 

https://www.city.sakai.lg.jp/kurashi/gomi/gomi_recy/recycle/syoku

hinrosu/syokurosudiary-14day.html 

 

 

https://www.city.sakai.lg.jp/kurashi/gomi/gomi_recy/recycle/syokuhinrosu/syokurosudiary-14day.html
https://www.city.sakai.lg.jp/kurashi/gomi/gomi_recy/recycle/syokuhinrosu/syokurosudiary-14day.html


１週間捨てるものがなかった場合は
こちらへチェック⇒

家で調理
したもの

購入
したもの

もらいもの
収穫・採取
したもの

食べ残し
傷んで
しまった

期限切れ
おいしくな
かった

10月6日 日 肉じゃが 〇 〇

カステラ 〇 〇

10月7日 月 きゅうり 〇 〇

・

・

・

10月12日 土 刺身 〇 〇

生クリーム 〇 〇

堺市環境マスコットキャラクタームーやん

１週間の取組お疲れさまでした♪２週目へGO！⇒

50ml
お菓子作りで余った。たくさん作って友だちにあげたら
喜ばれたかも。

200g

1箱

1パック

1本と半分 使おうと思っているうちに傷んでしまった。

捨てた理由 捨てることになった理由や、
捨てずに済む方法等を
書き出してみましょう。

作りすぎた。リメイクしたら良かった。

食べる予定がなかった。

子どもが帰省する予定がなくなって、自分たちで食べ
きれなかった。

食品ロスダイアリー　≪１週目≫

①いつ、何を、どのくらい、どんな理由で捨てたかを、《入力例》を参考にメモしていきましょう。

②どんな食品をどんな理由で捨ててしまったかを振り返っていきましょう。

③自分のライフスタイルに合わせて、何ができるか考えてみましょう。

④「もったいない」を意識して、記入を続けていきましょう。

日付 曜日 捨てたもの 捨てたものの量

捨てたものの種類

記載例

 

 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

堺市 

取 組 市 町 村 名 

取組団体・企業名 

堺市南保健センター 

取 組 の 名 称 大学祭でのプレコンセプションケア（preconception care）の啓発（産学

官連携） 

実 施 時 期 令和 6年 11月 2日 

取組内容に該当する 

食育ピクトグラム 

 

      

 

      

取 組 内 容 【目的】 

生活習慣による身体への影響がまだ少なく、自身の身体や今後の人生設計

について考える機会の少ない若い世代に、プレコンセプションケアを伝え

行動変容につなげる。 

【対象】 

大学祭の来場者(大学生および地域住民) 

【実施内容】 

大学祭にて、プレコンセプションケア（preconception care）をテーマに、

大学および包括連携協定企業と協働し、啓発を実施した。啓発ブース入り

口で体格や生活習慣に関する質問票を記入いただき（198名）、記入内容に

より、大学生および保健師、管理栄養士から事前に作成したパネルを用い

て、啓発を行った。食事については、エネルギー摂取量、朝食喫食、野菜

350g、栄養バランスを記載したパネルを作成した。包括連携協定企業から

は、葉酸に関する啓発媒体を提供いただいた。また、プレコンセプション

ケアに関するホームペ

ージを作成し、同大学祭

内で、ホームページにつ

ながる二次元コードを

印字したポケットティ

ッシュを配架した（320

部）。 

 

 

 

 

 


